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研究成果の概要（和文）：　近年のNCDsの増加は著しい。本研究ではNCDsの重要なリスクである糖尿病に焦点を
あて、RCTを対象としたアンブレラ・メタアナリシスにより壮年期と高齢期の2つのライフステージで統合した分
析を行った。ライフスタイル介入(66研究、45878人)の統合オッズ比は0.65(0.53-0.80)で、メトフォルミン(8研
究、5847人)の統合オッズ比0.71(0.64-0.78)となった。ライフスタイルに関しては年齢区分の差が若干みられた
が、区分方法による相違もあり、これらの影響については更なる検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：The increase in NCDs in recent years has been incredible. This study focused
 on diabetes, an important risk factor for NCDs, and conducted an integrated analysis of two life 
stages, middle and older age, using an umbrella meta-analysis of RCTs. Pooled odds ratios for 
lifestyle intervention (66 studies, 45878 participants) were 0.65 (0.53-0.80) and for metformin (8 
studies, 5847 participants) was 0.71 (0.64-0.78). As for lifestyle, those were somewhat different by
 age groups, though the tendency was affected by the cut-off point of age. Further study is 
warranted.

研究分野：医学統計学、公衆衛生、社会調査
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　学術的意義として、RCT研究を対象としたNCDsリスクに対する投薬・治療およびライフスタイル教育介入を、
主要なリスクを総体として多変量ネットワーク・メタアナリシスにより捉え提示することがある。なかでもライ
フスタイル改善などの教育介入のコンプライアンスが低い原因の1つとして、効果の評価のエビデンスが明確で
はないことがあり、総合した効果として明らかにされれば改善のための教育も含めた対策の意義がより明確にな
り、効果的戦略となりうる可能性が高まり、社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年の NCDs の増加は著しく、2015 年 WHO 報告によると全世界で毎年 3,800 万人の死亡が
もたらされ、その半数近くが 70 歳以下であると報告されている。さらに 2016 年の WHO の統
計では世界で 4,100 万人が非感染性疾患（NCDs: Non-Communicable Diseases）に起因して死
亡し、その数は全死因の約 71%にものぼる。またそのうち約 1,500 万人は 60 歳未満で亡くなっ
ており、そのうち中低所得国（LMIC: Low and middle-income countries）が占める割合は 86％
と、特に LMICs で NCDs による損失が大きい。WHO の目標であった 2030 年までに 70 歳以
下の死亡を 40%軽減するという目標は、その達成が困難であることがすでに指摘されており、
その軽減のための効果的施策が LANCET 誌にみられるように、世界的に検討されている。 

NCDs による死亡を予防・コントロールするためのグローバルアクションプランでの大きな
問題点として、リスク軽減のための政策、合理的な計画や戦略の欠如が指摘されており、その効
果的予防策は現代社会での世界的課題である。そして実践的なライフスタイル改善には重要で
ありよく知られているが、なかなか改善が図れないという問題がある。深刻な高齢化社会に向か
いつつあるなかで、高齢期と共に壮年期という 2 つのライフステージでの罹患・死亡の増大へ
の対応として、持続可能な効果的改善プログラムの策定と実践は、特に NCDs の増加が著しい
わが国を始めアジア諸国では、早急な対応が求められている。NCDs のなかでも 2 型糖尿病（以
下、糖尿病）やメタボリックシンドローム(MetS)は modifiable なリスクであり、その軽減によ
る健康増進への効果は大きい。そのため、これまでの研究をより適切にまとめ情報を引き出すこ
とが求められている。メタアナリシスに関して、最近、メタアナリシスを統合する新たな手法と
してアンブレラ・メタアナリシスより総合的に評価する方法論やツールが提案された。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、最近着目されつつあるアンブレラ・メタアナリシスによる 2 型糖尿病のライフス
タイル教育の効果について、RCT による研究から総合的に評価を行う。特に、得られた新しい
機軸をもとに、年齢を壮年期・高齢期に層別した効果の健康評価を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、NCDs リスクとしても多大な影響を持つ 2 型糖尿病に着目し、これまでのメタア
ナリシスで得た知見をさらに深め発展させ、これまでに行えなかった統一的基準を利用したア
ンブレラ・メタアナリシスを遂行する。そして、ハイリスクの一般住民を対象とした壮年期と高
齢期の 2 つのライフステージでの投薬・治療およびライフスタイル教育効果の統合した総合的
な評価を行う。 
研究デザインはメタアナリシスのシステマティックレビューとアンブレラ・メタアナリシス

である。その基本的な研究デザインは以下のとおりである。 
結果変数は糖尿病の罹患率とした。研究対象は糖尿病のハイリスク（糖尿病病態、MetS、高血

圧、高脂血症、肥満）を対象とした血糖や脂質代謝等のコントロールとして投薬・治療、ライフ
スタイルの改善を目指したプログラムで、自己管理教育による介入、メトフォルミンなどの投
薬・治療を行った介入を対照群と比較した６ヶ月以上の介入期間のある RCT とした。検索方法は
電子媒体による検索（Medline、ERIC、Cochrane library）で検索用語（テキストと MeSH）は
Medline 検索手順に従い、成人を対象としたメタアナリシスを実施したもので、言語は英語とし
た(1966.1- 2022.12)。解析はアンブレラ・メタアナリシス（metaumbrella）によった。アンブ
レラ・メタアナリシスは、Umbrella Review として 2007 年頃を発端として実施され始め、Paolo
らによる 2018 年に発表された Umbrella Review の批判的レビューとしてのアンブレラレビュー
を実施するための実践的なガイダンス（http://dx.doi.org/10.1136/ebmental-2018-300014）が
発 表 さ れ た 。 さ ら に そ の 包 括 的 な 機 能 を 持 つ ツ ー ル と し て “ metaumbrella ” が
Gosling,Paol,Font&Radua によって提供された。（Home | meta:umbrella (metaumbrella.org) 
（Gosling CJ, Solanes A, Fusar-Poli P, et al. BMJ Ment Health 2023;26:1–8） 
 本研究では metaumbrella を用い、これまでのメタアナリシスの文献レビューの結果から、論
文に掲載された各 RCT 論文について、以下の変数を用いて論文に記載された内容をまとめた。未
記載の項目については欠測値として取り扱った。 

meta-review,factor,author,year,measure,value, ci_lo, ci_up, n_sample, n_cases, 
_control, n_exp,n_cases_exp, n_controals_exp, n_cases_nexp, n_controls_nexp, 
reverse_es, rob, Age［小文字の変数は、meta umbrella の用語。大文字の変数は、新たに
加えた変数。］      

“metaumbrella”では、入力したデータについて同じ論文（査読者と年次が同じ）で数値が異な
っていた場合には warning が出される。この際、研究で同じグループを対象としているか、同じ
研究で異なった outcomes を用いているかについて区分することになっている。なお、改善の方
向が異なるものについては改善の方向に示すように逆数を用いて入力した。分析では
nonstratification で分析し、年齢区分別（壮年期 40 歳代以下、高齢期 50 歳代以上、年齢未記



載）の場合について、複数 outcomes の場合の相関は 0.5 とし、REML により統合値を求めた。さ
らに年齢を 60 歳で区分した場合の解析も行った。 
 
４．研究成果 
これまでに出版されたレビュー論文では、2022 年までの 15 年間でネットワーク・メタアナリ

シスが急増し、さらに最近、アンブレラ・メタアナリシスのツールの開発がなされたこともあり、
アンブレラ・メタアナリシスの増加も見られていた。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  Pubmed Clinical Quary でヒットから捉えたメタアナリシスの経年的増加

（MA,NMA,UMA) 
 

本研究では、NCDｓのリスクでもあるライフスタイル教育の 2型糖尿病発症への効果に着目し、

7 メタアナリシス、144RCT 論文のアンブレラ・メタアナリシスを実施した。全データを用いた場

合、および年齢を 3 つ（壮年期、高齢期、年齢未記載）に区分した場合について、ライフスタイ

ルとその他の介入要因についてオッズ比を求めた。効果の指標は相対危険度(RR)とした。 

アンブレラ・メタアナリシスでは、全データを用いた場合、および、年齢を壮年期（40 歳代以

下）と高齢期（50 歳代以上）、年齢未記載に区分した場合について、ライフスタイルとその他の

介入要因についてオッズ比を求めた。 

分析の結果、主な項目としてライフスタイル介入(66 研究、45878 人)の統合オッズ比は

0.65(0.53-0.80)で、メトフォルミン(8 研究、5847 人)の統合オッズ比 0.71(0.64-0.78)となっ

た（図２）。年齢層別では壮年期ではライフスタイル(13研究、2917人)統合オッズ比は0.82(0.66-

1.02)、同メトフォルミン(3 研究、1073 人)、0.71(0.59-0.85)、高齢期では同ライフスタイル(32

研究、19338 人)、0.79(0.55-1.12)、同メトフォルミン(5 研究、4774 人)、0.59(0.41-0.84)、年

齢未記載では同ライフスタイル(34 研究、2362 人)、0.53(0.47-0.61)を得た。ライフスタイルに

関しては年齢による区分の相違が若干みられ、全体では 0.65 に対し、いずれも有意ではなかっ

たものの壮年期では 0.82、高齢期では 0.79 であった。一方、年齢区分を 50 歳代以下、60 歳代

以上で区分するとこの傾向は逆転していた。なお年齢未記入では 0.53 であった。高齢期に比べ

壮年期で効果がやや低めに推定されたが、年齢区分の影響があり、これらの相違については更な

る検討が必要である。 

 



図 2 全体でのオッズ比の推定値 

 
本研究により、アンブレラ・メタアナリシスのツールを用いて NCDs のなかでも 2 型糖尿病を

取り上げ、糖尿病発症の投薬・治療およびライフスタイル教育の効果の評価としての総合的評価

を実践した。高齢期層に比べ壮年期層のほうで効果がやや低めに推定されたが、これらの相違に

ついては年齢区分により有意ではないものの逆転する傾向もあり、加えて年齢情報が提供され

ていない論文もあり、更なる検討が必要である。 

NCDs のリスク測定においては、年齢層の影響も勘案することは意味があろう。今後の健康教

育の政策立案や躍進にむけて、さらに慎重に検討を進めることが期待される。 

 

[1] 内閣府「令和 2年版高齢社会白書（全体版）」https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-

2020/html/zenbun/s1_1_1.html（アクセス日 2020 年 12 月 15 日） 

[2] World Health Organization “Noncommunicable diseases country profiles 2018” 

https://apps.who.int/iris/rest/bitstreams/1151362/retrieve（アクセス日 2020 年 12 月 15

日） 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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有

 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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 オープンアクセス  国際共著
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Relation of High Social Capital to Preferable Emotional Response to News Media Broadcasting of
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The Tohoku Journal of Experimental Medicine 129～137

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ４．巻
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Clinical Breast Cancer e127-e150

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名  ４．巻
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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Yamaoka Kazue.

249



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.31557/APJCP.2018.19.11.3027
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ４．巻
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 １．著者名
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有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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BioScience Trends 520～522

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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Study protocol of a cluster randomized controlled trial to evaluate effectiveness of a system
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BMC Health Services Research 1-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 ２．論文標題  ５．発行年
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 １．著者名

10.1620/tjem.246.213
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 １．発表者名
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A cluster randomised controlled trial of lifestyle intervention for adolescents using ‘SPRAT’ program.
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 ３．学会等名

 １．発表者名
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2019年

2018年

2018年

2018年

International Society for Clinical Biostatistics and Australian Statistical Conference 2019.（国際学会）

29th International Biometric Conference.（国際学会）

 ２．発表標題
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